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一
八
三
〇
年
か
ら
一
世

紀
以
上
に
わ
た
っ
て
フ
ラ

ン
ス
に
統
治
さ
れ
た
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
は
、
一
九
五
四

年
か
ら
七
年
半
に
及
ぶ
武

力
闘
争
を
も
っ
て
独
立
を

果
た
し
た
。
闘
争
の
さ
な
か
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
女
性
と

し
て
初
め
て
パ
リ
近
郊
の
名
門
、
女
子
高
等
師
範
学
校

に
入
学
し
た
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ=

ゾ
フ
ラ
ー
・
イ
マ
ラ

イ
ェ
ー
ヌ
は
、
一
九
五
七
年
、
ア
シ
ア
・
ジ
ェ
バ
ー
ル

（A
ssia D

jebar,

一
九
三
六
ー
二
〇
一
五
年
）
の
筆
名

で
第
一
小
説
『
渇
き
（La Soif

）』
を
出
版
す
る
。
そ

の
前
年
、
同
郷
の
学
生
団
体
が
呼
び
か
け
た
ス
ト
を
支

持
し
て
卒
業
試
験
を
放
棄
し
、
試
験
勉
強
の
代
わ
り
に

一
か
月
で
仕
上
げ
た
小
説
で
あ
る
。

　
闘
争
の
只
中
で
書
か
れ
た
作
品
は
社
会
派
小
説
と
思

い
き
や
、
現
実
世
界
に
欲
求
不
満
を
も
つ
二
十
歳
の
娘

を
語
り
手
に
進
む
、
四
人
の
男
女
が
交
錯
す
る
恋
愛
物

語
だ
っ
た
。
舞
台
は
ア
ル
ジ
ェ
近
郊
の
海
辺
だ
が
、
南

仏
リ
ゾ
ー
ト
地
サ
ン
ト
ロ
ペ
と
見
紛
う
ば
か
り
で
あ

る
。
筋
立
て
や
背
景
、
文
体
か
ら
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・

サ
ガ
ン
の『
悲
し
み
よ
、こ
ん
に
ち
は
』（
一
九
五
四
年
）

を
大
い
に
意
識
し
た
も
の
と
読
め
る
。
本
作
は
フ
ラ
ン

ス
で
、
サ
ガ
ン
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
版
と
し
て
大
い
に
話

題
に
な
っ
た
が
、母
国
で
は
知
識
人
層
の
顰
蹙
を
買
い
、

そ
の
プ
チ
ブ
ル
的
性
格
を
非
難
さ
れ
た
。
ジ
ェ
バ
ー
ル

自
身
も
「
単
な
る
文
体
練
習
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
、
こ

の
第
一
小
説
に
触
れ
る
の
を
回
避
し
て
き
た
。

　
今
回
は
全
十
五
章
の
う
ち
第
四
章
の
途
中
ま
で
を
訳

出
し
た
。
小
説
全
体
の
物
語
は
こ
う
で
あ
る
。
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
人
の
父
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
母
を
も
つ
ナ
デ
ィ

ア
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
日
常
語
に
西
欧
式
に
育
て
ら
れ

た
。
母
は
幼
少
時
に
亡
く
な
っ
た
。
バ
カ
ン
ス
を
所
在

な
く
過
ご
す
ナ
デ
ィ
ア
は
、
憧
れ
の
旧
友
ジ
ェ
ド
ラ
に

偶
然
再
会
す
る
。
パ
リ
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ア

リ
と
結
婚
し
た
ば
か
り
だ
。
ナ
デ
ィ
ア
は
ア
リ
に
興
味

を
抱
く
。
一
方
、
気
の
合
う
男
友
だ
ち
の
ハ
サ
ン
か
ら

挑
発
的
な
愛
情
を
仕
掛
け
ら
れ
て
も
い
る
。
ナ
デ
ィ
ア

は
ジ
ェ
ド
ラ
の
本
心
を
詮
索
し
つ
つ
、
ア
リ
の
気
を
引

こ
う
と
策
略
を
巡
ら
す
。
駆
け
引
き
は
成
功
し
た
か
に

見
え
、
ジ
ェ
ド
ラ
は
ア
リ
を
ナ
デ
ィ
ア
に
託
し
、
中
絶

手
術
が
元
で
死
ぬ
。
す
べ
て
は
ジ
ェ
ド
ラ
が
仕
組
ん
だ

こ
と
が
判
明
す
る
。挫
折
と
喪
失
感
に
う
ち
沈
む
な
か
、

ナ
デ
ィ
ア
は
ハ
サ
ン
と
結
婚
す
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
心
理
小
説
を
な
ぞ
っ
た
た
わ
い

な
い
物
語
だ
が
、
完
成
さ
れ
た
文
体
、
二
十
歳
に
し
て

は
人
生
に
疲
弊
し
た
主
人
公
の
心
情
か
ら
、
明
ら
か
に

サ
ガ
ン
作
品
へ
の
挑
戦
が
見
え
る
。
ジ
ェ
バ
ー
ル
は
明

言
し
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
フ
ラ
ン
ス
語
、
フ
ラ
ン
ス

社
会
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
は
ず
だ
。
あ
な
た
方
が
支
配
す

る
植
民
地
出
身
の
小
娘
で
も
、
あ
な
た
方
の
言
葉
を
マ

ス
タ
ー
す
れ
ば
世
間
で
話
題
に
な
る
程
度
の
小
説
な
ど

試
験
勉
強
の
代
わ
り
に
す
ぐ
書
け
る
、
と
。

　『
渇
き
』
を
書
く
こ
と
は
若
き
ジ
ェ
バ
ー
ル
に
と
っ

て
祖
国
独
立
へ
の
意
思
表
明
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
さ

ら
に
、
女
性
が
「
書
く
」
こ
と
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
。
政

治
的
な「
戦
う
文
学
」が
主
流
だ
っ
た
当
時
の
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
文
学
の
な
か
で
、
自
身
の
身
体
を
賛
美
す
る
主
人

公
、
恋
愛
へ
の
渇
望
、
中
絶
と
い
う
タ
ブ
ー
を
書
く
こ

と
は
、
男
性
の
書
き
手
が
当
然
だ
っ
た
社
会
に
革
命
的

な
一
撃
を
加
え
た
は
ず
だ
。
女
性
が
公
の
言
葉
を
も
た

な
い
世
界
で
も
の
を
書
く
こ
と
。
こ
れ
は
ジ
ェ
バ
ー
ル

が
生
涯
追
求
す
る
テ
ー
マ
と
な
る
。

　
ベ
ル
ベ
ル
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
を
母
語
と
す
る
ジ
ェ

バ
ー
ル
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
く
自
己
分
裂
の

テ
ー
マ
も
全
作
品
に
わ
た
る
が
、
第
一
作
に
そ
の
萌
芽

が
す
で
に
見
ら
れ
る
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
、

二
つ
の
国
か
ら
生
を
受
け
た
主
人
公
は
、「
二
つ
の
文

化
の
曖
昧
な
境
界
線
の
う
え
で
」
行
き
場
を
失
い
、
自

分
の
習
得
し
な
か
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
に
言
い
難
い
憧
れ

を
感
じ
て
い
る
。『
渇
き
』
は
以
降
の
ジ
ェ
バ
ー
ル
作

品
を
予
告
す
る
小
説
で
も
あ
り
、
後
年
、
作
家
は
本
作

に
ず
っ
と
愛
着
を
も
っ
て
い
る
と
告
白
し
、
刊
行
当
時

の
非
難
を
軽
く
い
な
し
て
い
る
。
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子


